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〔グラフ描画問題の採点について〕 
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【採点のポイント】 
グラフを描くためには、状態 P，Q，Rの３つの状態における「ばねののび」と「手を下
に動かした距離」をそれぞれ求める必要があります。３つの状態に対応する点を通って
いて、グラフの概形が折れ線となっていれば正解です。受験生は定規を使わずにグラフ
をかいているので、引いた線が格子点から少しずれていても減点はしていません。この
問題では P，Q，R に対応する各点に明確に点を打っているかどうか(プロットがあるか
どうか)による減点はしていません※。一方で、P，Q，Rに対応する点のうち、一つでも
正しい位置から大幅にずれている場合には、得点を与えませんでした。 
P，Q，Rにおける「ばねののび」や「手を下に動かした距離」を求める手順は、以下の
通りです。 
 
状態 P  
（５）で求めた「ばねののび」を用います。この状態での手の位置が基準となります。 
状態Q  
（６）で求めた「ばねののび」と「手を下に動かした距離」を用います。 
状態 R  
この状態ではばねはのびても縮んでもいないので、浮力の大きさは 720g となります。
つまり水に沈む部分の体積が状態Qよりもさらに 80cm3増加するので、底面から 12cm
だけ水につかっていると考えることができます。つまり、おもりＸは状態Ｑでの位置か
ら４cm降下します。ばねは２cm短くなるので、状態QからRに変化すると６cmだけ
手を下に動かすことになります。よって、状態 PからRでは、手を下に 12cm動かすこ
とになります。 
 
※たとえば、実験データ（測定値）が表で与えられていてそれをグラフにするような問題については、「表の測定値
に対応する点」を、明確に打つ（プロットする）ようにしてください。 

  


